
昭和４０年測量士補問題解答 

地形測量 

【問題 1】次の説明文について，正しいものには○印を，まちがっている 

ものには×印をつけよ。 

 （1）トランシットで水平角の観測を行なう場合，視準線（軸）誤差と水 

平軸誤差を消去するため，望遠鏡を正および反の位置で行なう。また垂直 

軸誤差と水平目盛盤の偏心誤差を消去するため，対立する２個のバーニヤ 

を読定する。…× 

（理由）鉛直軸誤差は正反観測では消去できないから。 

 （2）平板測量において，アリダードの視準線が定規の縁に平行でなくて 

も，同一のアリダードを使用すれば，交会法における方向線の描画に影響 

はない。…〇                      （昭 40.補） 

（斉藤） 

 

【問題 2】（昭和 40 年補）三角点 Aを A'に偏心する場合，この付近が傾斜地であること 

を考慮して，AA’線上に中間点 Mをとり，アリダードを用いてスタジア 

測量を実施したところ，下表のような結果を得た。いま，スタジア基線長 

の誤差を１ｃｍ，アリダードの読定誤差を 0.1分画とすれば，この距離の最 

大誤差はいくらか。ただし，スタジア基線長は３ｍである。 

区間 スタジア読定分画 

Ａ-Ｍ 8.3 

Ｍ-Ａ’ 9.0 

(昭和 40.補) 

（解答）  

 距離を測定するのに，アリダードと基線との関係の図解を容易にするために，図のよ 

 

うな方法をとったものとする。 

 また，スタジアの読定分画とは，基線長ℓをアリダードの前視準板を通して読 

んだ分画数ｎ＝ｎ2-ｎ1であって，そのｎ1、ｎ2 の読定誤差を 0.1 分画としたの 

である。この場合誤差拡張法に基づいて， 

誤差伝播式からｎの誤差Δｎ＝Δｎ1-Δｎ2、σｎ²＝σｎ1²+σｎ2²＝2σ²＝2×0.1²、σｎ＝0.1√2＝



0.14 分画とするか，最大誤差という意味で，Δｎ＝0.1+0.1＝0.2 分画とし，誤差の計算も，微分式

から求める絶対値の和を最大誤差とする考え方とによって，値が相違する。 

 平板測量における解きかた           

 両区間の距離誤差の和として求める方法 

 

 

 スタジア法の原理は，図をみてわかるように。 

  100 :ｎ＝ｓ：ℓであるから， 

 スタジア公式ｓ＝(100/ｎ)ℓ…………………(1) 

 ｓはｎとℓを変数とする関数であるから，(1)式に 

おいて，ｎとℓについて，偏微分することは，次の 

ように考えて， 
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∴最大誤差＝0.99+0.85＝1.84ｍ 

 

誤差伝播による解きかた（理論的に正しい） 

 最大誤差を平均二乗誤差の２倍として求める方法 

(4)式のΔｎ＝0.14 分画 ｄℓ＝0.01m として，(3)式の微分式から 
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𝜎ｓ2 = 0.53𝑚 

σｓ²＝σｓ1²+σｓ2²＝0.385+0.281=0.666 

σｓ＝0.82ｍ 

∴maxｄｓ＝1.64ｍ 

 

 故に平均二乗誤差の意味からいって誤差は，少なくともその２倍の 

大きさまで起り得るものと考えなければならないから，最大誤差は 1.66m とするの 

である。 

注意 平板測量では，必ずしも平均二乗誤差を固守することなく，場合によっては図 

面を，縮尺化して描画しなければならない関係上，第１解法のように誤差の最大を用い 

ることにしている。（昭和４０年当時） 

 

 

【問題 3】（昭和 40 年補）「ふつうアリダード」と「眼鏡付アリダード」を用いて，次の 

ような，それぞれ距離の異なる２点間の比高を求める場合には，どちらが 

高さの精度がよいか。その誤差の量を求めて比較せよ。 

 ただし，「ふつうアリダード」の読定誤差は 0.1分画，「眼焼付アリダー 

ド」の読定誤差は 1´とし，視準誤差，器械誤差等はすべてないものとする。 

使用器械 2 点間の距離 

普通アリダード 195ｍ 

眼鏡付きアリダード 521ｍ 

（昭和 40.補） 

（解） 

普通アリダードの場合 
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眼鏡付きアリダードの場合 
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（斉藤） 

 

応用測量 



【問題 1】 

 図-１は屈折線ＡＢＣＤＥからなる境界線を p7皿に垂直な直線（57司に整正したも 

のである。これを点検するため，Ｏ1Ｏ2を基準にして各点の支距を測定して図-２のよう 

な結果を得た。この結果を用いて面積を計算し,もし過不足があればＯ1Ｏ2 を甲乙どちら 

の側へどれだけ移動させなければならないか，その量を求めよ。 

 

ただし，P1Q1//P2Q2 とし，0.5m²以下の面積誤差は許されるものとする。 

（昭和 40.測量士補） 

解答 

甲 乙 

高さ 底辺 面積 高さ 底辺 面積 

5.9 7.4 49.95       

7.6 10.5 39.9   11.5 47.4375 

      8.25 11.4 76.095 

11.42 7.6 43.396 5.1 3.4 8.67 

計   133.246     132.2025 

差 1.0435 差に半分 0.52175 半分の面積 132.7243 

BCの台形を乙側に移動させる量をｚとし、その台形は上底＝3.4+11.4+11.5＝26.3、 

下底＝26.3+ｗ1+ｗ2 とすると、ｗ1/ｚ＝3.4/5.1＝0.67 よりｗ1＝0.67ｚ、 

ｗ2/ｚ＝11.5/8.25＝1.39 よりｗ2＝1.39ｚなので、下底＝26.3+0.67ｚ+1.39ｚ＝ 

26.3+2.06ｚ 

BCによる台形の面積＝(26.3+26.3+2.06ｚ)ｚ＝面積の差の半分(0.52175) 

これを解くとｚ＝0.0198ｍ（解答が少し違う） 

答え乙側に 0.028ｍ移動    千葉 


